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　生徒の今日的な課題として，生活体験の不足，人
間関係や連帯感の希薄化，集団や社会の一員として
の自覚や責任感の低下などが指摘されており，特別
活動においても心の教育の充実を目指し，自然体験
や社会体験等の充実を図ることが求められている。
　そこで，教職員全体の共通理解と適切な指導のも
と，家庭や地域社会との連携，協力を図りながら，
「協働」を通して学校行事に取り組んでいくことによ
り，生徒の学校や地域社会への所属感，連帯感が養
われ，よりよい集団や社会を協力して築いていくと
いった社会的資質や態度が育成されるであろうと考
え，本主題を設定し，実践に取り組んだ。

１　校内外の組織の在り方

　家庭や地域社会との連携にあたっては，校内外の
組織を意図的に編成し，生徒の主体的な活動が促さ
れるように条件整備していくことが大切と考える。
　校内組織は，特別活動の時間や総合的な学習の時
間，他教科の学習活動等において，地域の施設や人材
を活用するねらい，活動内容，安全対策，連絡調整や
手続きの方法など，教職員の共通理解が十分に図ら
れるように編成を工夫した。また，校区にある機関や
校区住民の協力を得て，校区組織を編成した。学習活
動の展開に必要となる施設や人材を選定する場合や
連絡調整を行う場合などに活用できるようにし，家
庭や地域との連携を深めることができるようにした。

２　家庭や地域社会との連携を図った行事の実践

∏　地引き網体験活動

　１日行事として，
地域で漁業に従事し
ている方々や保護者
の協力のもと，町の
自然環境を活用した
地引き網体験活動を
実施した。漁協組合
長さんからの説明の
後，１年生全員でひ
とつの網を引き，ともに働く体験をした。
　また，総合的な学習の時間との関連として，海浜
清掃や生息魚類の実態調査を行い，地区の海洋環境
についての理解を深めることができた。
π　アルミ缶回収活動

①　広報活動
　生徒会で作成したア
ルミ缶回収についての
文書を，１年生が地域
の家に配布して回り，
趣旨を説明し，協力を
依頼した。後日，
２，３年生が回収活動
を実施した。
　生徒が地域の家庭を訪問し，
行事への協力を依頼すること
により，地域住民と交流する
ことができた。回覧板などで
の一方向の文書依頼とは異
なった，お互いの顔が見える
「温かみのある協力体制」を築
くことができた。
②　回収活動
　「福祉施設への車椅
子寄贈」という共通の
目的意識のもと，生徒
は意欲的に回収活動に
取り組んだ。
　回収活動は，現在も
継続されており，地域住民から臨時に回収依頼の連

家庭や地域社会との連携を図った特別活動の実践
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Ⅰ　研究の趣旨

Ⅱ　研究の概要（協力校：いわき市立錦中学校）

【地引き網体験活動】（第１学年のみ）
地引き網漁業協同組合，
ＰＴＡ役員，保護者

施設・
人材等

○海浜清掃　○地引き網体験
○グループ炊飯

実　践
内　容

【アルミ缶回収活動】
地域住民，保護者施設・人材等
○広報活動　○回収活動実 践 内 容

【広報活動の流れ】
学校（生徒会）

生徒 生徒

地域
の家

地域
の家

地域
の家

地域
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行事への参加や協力を
地域に依頼する文書

文書配布・趣旨
説明は，生徒主
体とし，中学生
のいない家庭を
重点的に回る。
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